
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

北
部
地
域
の
取
り
組
み

新
・
現
東
名
の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
北
部
地
域
の
構

想
は
。三

大
都
市
圏
へ
の
「
食
と
農
」

の
一
大
供
給
拠
点
と
位
置
づ
け
、
工

場
や
研
究
所
、
物
流
施
設
等
を
集
積

す
る
た
め
に
、
本
市
は
総
合
特
区
制

度
に
よ
る
規
制
緩
和
や
財
政
支
援
を

受
け
て
事
業
の
推
進
を
図
る
。

 

北
部
地
域
の
幹
線
道
路
整
備
の

現
状
と
課
題

山
梨
中
央
通
り
線
整
備
後
の
掛

川
山
梨
線
沿
線
の
整
備
計
画
は
。

袋
井
駅
森
線
と
山
梨
中
央
通
り

線
の
一
体
的
な
整
備
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
早
急
に
着
手
し
た
い
。
沿
線

の
商
業
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て
も
、

地
区
計
画
を
含
め
研
究
し
て
い
き
た

い
。

通
学
路
の
危
険
箇
所
整
備
と

今
後
の
予
定

下
山
梨
西
ノ
街
道
整
備
計
画
は
。

生
徒
が
車
両
と
す
れ
違
う
際
に

危
険
な
状
態
で
、
昨
年
度
は
地
元
自

治
会
か
ら
拡
幅
整
備
の
要
望
も
出
て

い
る
。
今
後
は
、
意
見
交
換
を
し
な

が
ら
道
路
整
備
に
お
け
る
事
業
化
準

備
制
度
に
お
い
て
対
応
し
て
い
き
た

い
。

ふ
く
ろ
い
観
光
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

事
業
の
成
果
は

こ
の
事
業
の
中
で
【
ほ
っ
と
な

町
並
み
景
観
創
出
事
業
】の
成
果
は
。

遠
州
三
山
の
門
前
業
者
を
中
心

に
し
た
15
人
で
課
題
の
掘
り
起
し
な

ど
し
て
い
る
。
平
成
26
年
度
に
は
、

整
備
計
画
や
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
づ

く
り
を
進
め
平
成
27
年
度
か
ら
具
体

的
に
動
き
出
す
。

 

教
育
振
興
会
に
対
す
る

市
の
考
え
方
は

吹
奏
楽
部
の
楽
器
は
、
市
が
購

入
し
、
学
校
に
貸
与
す
る
方
法
が
取

れ
な
い
か
。

本
来
は
市
が
各
学
校
に
配
分
し

て
い
る
予
算
で
対
応
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
地
域
の
振
興
会
か
ら
部
活
動

の
活
性
化
を
思
っ
て
の
温
か
い
ご
支

援
、
学
校
教
育
の
充
実
を
願
っ
て
の

善
意
と
受
け
止
め
て
い
る
。

教
育
方
針
「
レ
イ
ン
ボ
ー

プ
ラ
ン
」
の
効
果
は

フ
ー
ち
ゃ
ん
先
生
や
学
校
健
康

安
全
支
援
員
の
効
果
は
。

養
護
教
諭
が
子
ど
も
に
寄
り
添

う
時
間
が
増
え
、
心
の
ケ
ア
が
必
要

な
子
ど
も
に
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
話

を
聞
い
た
り
、
指
導
を
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
安
心
し
て
学
校

に
登
校
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
各
学
校
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
進
め
て
行
く
。

鈴
木 

弘
睦 

議
員

山
田 

貴
子 

議
員

法多山の門前

交通量が多いJA山梨支店北交差点
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ふくろい

よ り よ い ま ち づ く り を め ざ し て
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